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1. はじめに 

情報検索の方法の 1 つであるキーワード検索

では、キーワードをもとに検索エンジンが選ん

だ Web ページが順番に表示されるが、必ずしも

上位に表示されるページに自分が欲しい情報が

載っているとは限らない。また、同じような内

容の別のページが検索上位に集中すると、その

下にある別の内容のページが見つかりづらくな

る可能性がある。これを改善するためには、似

たような内容のページをグループ化して表示で

きれば良いと考え、Web サイトを意味ごとに分類

する手法を検討することにした。 

本研究では、一般的な情報検索のシステムで

あるキーワード検索の結果から自分の目的の情

報に辿りつきやすくするため、Web サイトをペー

ジの内容ごとに分類し表示するために必要な手

法を調査・検討し、実際に正しくグループ化で

きるか検証を行う事を目的とする。 

 

2. 関連事例 

2.1 Web サイトからの剽窃レポート発見支援シ

ステム 

「Web サイトからの剽窃レポート発見支援システ

ム」[1]は高橋勇らが発表した研究論文である。

この論文では、Web ページからの剽窃の発見を支

援するために、以下の 3 つの機能を備えたシス

テムを Webアプリケーションとして実装した。 

 剽窃元となる Webページを探す Web検索機能 

 集めた Web ページのうち、どのページがどの

程度レポートの剽窃元の可能性があるか評

価する剽窃評価機能 

 どの部分が Web ページのコピーかを示す剽窃

箇所特定機能 

 

 

 

 

 

 

このシステムに対して、特定のアルゴリズムに

沿って Web から疑似的に作成した剽窃レポート

の検出実験と、実際の授業で出された課題レポ

ートを用いた検出実験が行われた。前者の実験

では、すべての剽窃元 Web ページが検出され、

後者の実験ではこのシステムで剽窃の可能性が

判断されたレポートは、手作業の評価でも剽窃

と判断されることが示された。 

 
2.2 doc2vec 

doc2vec はニューラルネットワークの理論を利用

した自然言語処理ツールである。doc2vec は文章

を単語の集合として見てベクトルと捉えること

により、文書間の類似度計算を実現することが

できる。既存のモデルとの比較実験で、短文・

長文感情分析と情報検索を行った結果、いずれ

も既存のものより精度が良くなっている[2]。 

 

3. 分類手法の検討 

先に触れた Web サイトからの剽窃レポート発

見支援システムは単語や文章の類似度で剽窃か

どうかを判断していたが、同じ単語を用いた文

でも違う意味の文章を作ることができるため、

それが誤検知につながる可能性もある。また、

実際の Web ページには文章だけではなく図や表、

プログラム、広告などが埋め込まれており、文

章だけでの類似度の判断が難しい場合がある。 

本研究では、問題点を解決するために、文章、

図、表、プログラムの 4 点で分類の判別をする。

本文と直接関係しない広告やメニューバー等は、

検証の段階でスクレイピングを行い、検証しや

すくする。 

文章、図、表、プログラムを個別に分類方法

を考え、その後ページ全体の内容で類似度を判

断し、分類できるようにする。 

 

4. 分類手法の実装 

実装は LinuxOS のコンピュータ上で行った。

ディストリビューションには Ubuntu16.04 LTS

を選択した。 
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4.1  文章部分の解析 

文章解析は、Python とテキスト解析を対象と

した機械学習ライブラリである gensim、形態素

解析エンジンである MeCabを利用して行う。 

スクレイピングを行った複数の文章を Python

と MeCab で形態素解析を行った後、gensim に含

まれる doc2vec を利用し、文章同士の類似度を

測る。doc2vec は文章をベクトルで表す他の方法

と違い、語順の考慮ができるため、同じ単語を

利用した違う意味の文章の分類もできると考え

た。モデル学習時のパラメータは、学習に使う

単語の最低出現回数は 1 に、分散表現の次元数

は 300 に、コンテキストの文脈幅は 15 とし、学

習率は 0.025とした。 

 

4.2 プログラム部分の解析 

プログラムの分類は文章同様 doc2vec で分類

することが考えられるが、時間の都合上実装が

できなかった。 

 

4.3 図・表部分の解析 

図の解析は、 Bag of Visual words(Bag-of-

Features、Bag-of-Keypoints)と呼ばれる画像の

特徴量を１次元のベクトルに次元圧縮する手法

を用いれば類似度を測ることができる[3]。

Python などで利用できるものとして OpenCV が存

在し、これを利用すれば図の解析ができると考

えられるが、今回は時間の都合上実装ができな

かった。 

 

5. 評価 

5.1 概要 

4.で実装した分類手法の評価を行う。この評

価の目的は、グループ化の仕組みが正しく動作

しているか確認し、改善、改良の余地があるか

調べることである。  

 

5.2 実験内容 

 分類手法の評価にあたり、Google ウェブ検索

における「人工知能」の検索結果から 99 件、

「SSL」の検索結果から 83 件、「ルーター」の

検索結果から 69 件の web サイトの内容を取得し

た。それぞれのページで広告や画像などを取り

除き、本文部分のみにスクレイピングを行い、

個別のテキストファイルに保存して doc2vec で

学習させた。スクレイピングした web ページか

ら 3 件を選び、doc2vec の学習モデルをもとにそ

れぞれ類似するページを取得した。 

 

5.3 実験結果 

 取得したページの中には比較元と同じジャンル

のページが多く、比較元がルーターの解説文で

あれば取得できたのもルーターの解説文である

など、概ね内容が似た記事が取得できた。しか

し、中には内容が類似しないものも一部含まれ

ていた。 

 

6.  おわりに 

 本研究では、Web ページの中の、文章、図、表、

プログラムの 4 点で類似度判別を行い、類似度

の高いページ同士をグループ化することを目指

した。文章の類似度判別は Python と MeCab、

doc2vec を利用することにより、ある 1 ページに

対して類似するページを複数取得することがで

きた。類似度は参照したページによるが、ある

程度意味的な類似のあるページが取得できると

考えられる。今後はパラメータや学習の方法な

どを検討し文章分類の精度を上げることにより、 

更に細かいキーワード検索でも分類できるよう

にする。 

 本研究において実現できなかったこととして

プログラム、図、表の分類方法を実装すること、

文章を含めた全体での分類方法を検討、実装す

ることが挙げられる。また、今回はスクレイピ

ング済みのデータを手元に置いて実験を行った

が、実際の検索ではリアルタイムで処理を行っ

ていくため、なるべく時間のかからない処理方

法を考え直す必要がある。 
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